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              誕都警 羅糧 井 上 吉 之
 皮 の工業 と言ふ のは随分昔 か らある鐸であ りまして,遊 牧時代 は もうそればか りだ と言 つて
よい.今 か ら12.000年 位前 の ものだ と言ふ ことになつ て居 りますが,ド/ツ の北方森林地精で
獲(ハ)見され ました革 は色 々分析 の結 果 それが所謂 タンニン鱗 に相當す ると言 ふ こと も誇 明 され て
居 るので あ ります・ ホーマ ーの イ リアヅド の詩 の中に も皮 を使つた文字 が這入つ て居 るさ うで
あ ります,そ れ か ら支 那の古い一 少し話 が構 路へ外れ ます けれ ど も一 丈書 に依 ります と,
或 る男が町で美 しV・女 を見 つけて 自分の家 に蓮れ露 りまして園つて居 つた.そ れ か ら数 日経 つ
て町 を歩V・て或 る道 士に出禽 つた ら,其 の頻 を見 て,お 前 には死相が ついて ゐる、何か妖怪 攣
化 がつV・て居 るか ら用心 しろ と注意 され て,家 に瞬 りまして壁 の隙か ら女 を園 まつ てある部屋
を窃 に覗v・て見た・ さ うす る とそ こに妖 陛が皮 を撰 げてそれ を色 々の縮 具 を以て染 めて居 る,
さ うして其 の皮 を身 にすつ と着 ると洵に美 事 な美入になつ た,そ れ を見 て其 の男 はびつ くりし
まして這 々の態 で逃 げた と言 ふ ことが古 い書物てあるので あ ります.さ う言ふ こ とを見 まして
も支那 に於 て も随分古v・時代か ら皮 を鷹 用 した染色 の技術 まであつた と言ふ ことが判 るので あ
ります.さ う言 ふ歴 史的 な ことを調 べる とさぞ趣味 のある ことN思 ぴ ます けれ ども目下 の時 局
はそ こ所 ぢや なVの で す..
 今 まで の本邦 の皮革工業 とV・ふ もの は何 しろ土地が狭V・ し,大 規模 の畜 産 を奨 働 し得 られ な
v・島國 であ ると言 ふ課で あ りまして,大 罷此の統計 も怪 しうござV・ます けれ ども)
    一     本 邦 皮 革 輪 入 金 額
                   革       原皮
          昭和14年 度   1・69鐙64圓   30・573・244圓
          ク 13年 度   1.874.638ク   27.826.209ク
          〃12鞭 篇 蒔48ク 4垂57L4勢8・
 300萬 枚 位の牛の皮を作つて居つたのであ ります.そ の金額がまあ四干五百萬圓泣の程度で
あ ります.其 の中内地及び朝鮮産の原料は約2割 位なものであ りまして、あとは浦洲、支那及
び其の他の國 々か ら輪入を仰いで居つたのであります・
                   (109)
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大 橿 見住 支ぴ將 樹)我 閣皮革 工薫 よ東 霊共笑圏 と言ふ背 景 を以 て,ど う言 ふや ♪な問 題 が起
つ ⊂居 るぞ らう,其7)諸 問 題,こ就 て,其 大艦 と御紹 介,解 論 を して見 たい と思 つて居 るので あ
ります.先 づ第 一番 、こ原 料皮7)問 題 と言 ふ ことに就 てお話 を致 さ うと思 ぴ ます・
 現在 日木,浦 洲國,北 支に於」る原皮生産額とV・ふ ものは防牒上 から勿趙獲表 され て居 らぬ
のであ りますし叉、ジヤバに於ても フィリッピン に於ても靴を履 くでせ うし,そ れ らの清費 す
る皮ノ)ことは別 に措いて,兎1こ 角職前米國は東亜共榮圏か ら牛の皮 なり羊の皮をどれだけ持つ
て編つ て居つたかと言ふ ことの統計を少し調べて見たのであ りますが,是 は相當確かな鍛字で
ありまして昭和1↓年度郎ち1939年度に米合衆國が持つて節た原皮を絃に集めて見たのであ りま
すが
          昭和14年 度東亜共榮圏より米國の原皮輪入額
 牛  皮         乾 皮           漁 皮             一             一
   支      那    亀      19.796赦         60.348κ  1              }   
印 度 93.488 132.470[  1
   比 諸 島            5.566枚2  1L196=
   ビ  ぞレ  マ           1.50G           1.587
 小 牛 皮
   塁・1 糊判 難  1
   皆諸号   1    鼎 枚} 響
 山 羊 及キ ッ ド皮
   r「】     ∫隻        10・888・461番{ヒ      4.121.716彦  1   1.013.940枚         362」661充
   支      刃1;        1.95Llξ)9          S93.5S1
   蘭      qJ        L84 L287          665.332   ( く)1
 羊   皮
   1三p     1隻     1      34.196枚  i       13.317ガ
   蘭     「iJ    旨( )    49.9GO    l      l7。900   1
 水 牛 皮
   蔭μ     1斐           57,050枚         77.630ガ        1乳808枚          47ゐ65蒐
   マ ラ イ           32.134   106。060
   支      那           2,743           1L687          1.400            5.628
   蘭     自;         1L729          26.126.         召.087          14.988
   上ヒ  諸  島          1830          6442           75            259
   タ イ  349  884
 鹿  皮
   印 度      38.000赦 5.63助
   マ ラ イ            602   1.038
   支      那           303.165枚         155!749ナこ
   f弗      匠P           17.245            8.174
   閾      1…IJ          7.450            2.968
   上ヒ  言{雪 島                                      14.514           3.85S
   タ イ 34.088 12.563
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乾 皮 と書 いて あ りますの は運 搬 ヒ乾 加して持 つて餓 る.漁 皮 ぽ腐;)止 宝して持 つ ⊂麟 つた もの
で,牛 の皮 は支 那 か ら大艦1萬9000枚,印 度9萬 枚,フ ィリッピン諸 島か ら5000枚 、 ビル マが150
0枚 、合計 しまして12萬 枚ばか りの牛 皮 を米 合衆國へ持 つて行 つた,小 牛 皮 が計約9萬5り00枚 ・
山羊 及び キッド の皮,キ ッド と言ふ のは大艦 は山羊7)胎 児 の皮 を言ふので すが,此 頃 はさうで
な くて)小 山羊)子 供 の山羊 の皮,そ れ を印度,支 那,蘭 印 あた りか ら持 つて臨 つ て居 ります・
其 の量 は まあ米 合衆國 として は殆 ど自國の沿費 する山羊 の牛量 を持 つて蹄 つて居つた と言つ て
よv・ので あ ります ・但 しお断 りして置 きますが,藪 に言ふ東亜共 榮圏 には世界 の畜産國 ニュー
ジラ ン ド,及 びオ ー ス トラ リヤ を省 きまして)印 度 は包 含致 して居 ります.そ れか ら羊 の皮 は
専 ら南米 アル ゼ ンチ ン・ ブ ラジル,ア フ リカか ら米 合衆 國は仰 いで居 つた ので あ ります・鹿 の
皮,是 は我 國で は あま り問題 に して居 ませ ぬで したが,相 當の数量 が支那 か ら行つて居 るので
あ ります.鹿 の皮 の良V・の は印度及び雲南 あた りの もので あ ります.同 じ鹿で も奈良の鹿 とは
皮 の組織 が違 ふので後 で 申 します けれ ど も航室機用 のガ ソ リンは必す これで作 つた所謂 セーム
皮で漉 すので あ ります.セ ー ム皮 の本 眞 もの と言ふ ものはかか る鹿 の皮 費造 るめで あ ります・
 南に非常 に多V・水牛 は此 の通 りに印度 に非當 に多 唾ので ござV・ます.印 嵐 馬來,支 那,蘭
印,フ ィリッビン諸 島,泰 國 と言 ふ方面か ら持 つて蹄 つて居 つたので あ ります.で 其 の持つ て
踊 つた のを総 括致 します と言 ふ と,大 榿1600萬 赦ばか りが,1939年 度 に米合衆 國に流れ込 んだ
課で あ りますが,其 の金額約700萬 弗ばか りであ ります.當 時1弗 が4圓20鐘 とす る と其 の4倍
牛ばか りの金額 の ものが行つ て居 つたので あ ります ・勿論之 は原 皮 としてです か ら製 品 となれ
ば償格勘 くと も其約5倍 とな る事 を記 憶 して居 らねば ならぬ と存 じます.而 も之 は米 國のみの
表で あ りますが》東 亜 に米 國以上 の勢 力を持つて居 つた英國 を想 ふ時,又 濠洲,ニ ュージラン
ドを加算 す る とき,敢 て喋 々 を要 す まい と存 じます,か う見 ると非常 に多 量が米 合衆國へ行 く
や うに思ふ ので あ ります けれ ど も,米 國内の生産量か ら見 ます と言ふ と,米 國 々内で,牡 牛皮
のみに就 て申 します と,大 艦 同年度1年 間に生産 した牡牛皮 は1千900萬 枚ばか りで あ晦 ます.
其 の うち米 國 として は300;萬 ばか りを徐所 か ら輸入 して居つたので あ ります・それ以外 は謂は
ば國内生産 をやつて 居つたので あ りす・だか ら先程 のお話 のや うに キニーネ と同 じ く嚥 か し困
るだ らうか と申します と淺念 なが ら牛 の皮では大 して困 らなv・ので あ ります.唯 先程 申しまし
たや うに山羊だ けは,米 國 々内生産量39DO萬 枚 ばか りで,其 の牛 ば は東洋 か ら輸 入 して居 つた
ので あ ります か ら50パ ーセ ン ト減 る と言ふ ことは相 當苦 しい事 にな るだ らうと思 ふのであ りま
す.
 米 國 は倦 措 きま して,我 國 に於 きましては,兎 に角 これだけの皮 が今まで ア メ リカへ流れ て
居 つて,そ れ が今 どうなつ て居 るだ らう,又 將來 どうなるで あ らうか,藪 に現 在及び將來 の我
國 皮革工業 と しての薪 らしい問題が起つて來 るだ らうと存 じます.例 へば1940年5月6日 附 でそ
       ・          (111)
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れそれの國を指定致しまして,其 の國が ら來たものに就ては)ど うして も沿毒 しな」ればv・か
ぬ.其 の清毒 には重弗化曹達又は硅弗化曹達 の一定濃度溶液 に勘 くとも24時間以上浸漬 すべき
事を規定し,加 之,浸 漬後7)排 水まで璽素腱理又は加熱沸縢 ぜねばならぬ と言ふや うな事 を非
常にやかましく申しまして,そ の指定 した國救のうち東亜共榮圏内の支那,朝 鮮,泰 國,ビ ル
マ,マ ライ等があ リ フィリッピン をも含んで居るのであ りまして,病 菌等 に就 て相當調査した
結渠か らの規定と存 じますがそれをば今我國がこちらへ持つて來る場合に以前にも増 して多量
とな りつ 玉あるので すか ら,其 の問題に就てどう考へて居 るだ らうか と言ふ事 が深刻な問題に
なるのであ りまして,殊 に亜熟帯,熟帯を通過した皮には非常に炭疽病其他の危瞼 も多V・誰で,
既に神戸,大 阪等の税關でも問題にされて居る様に承つて居 るのであ ります.叉 満洲國あた り
では前か ら蒙古牛 の一番の臼決黙になつて居る俗構アブアナと申し所謂柔い部分に卵が引つ着 き
まして}蛆 が撹内をめぐり)結 局背筋の近 くか ら皮を破つて外へ蛾 になつて出て行 く,さ うし
て産卵するヒポデルマ種の被害が問題であ りましてb之 の騙除の問題は非常に鰍馨の方 汝の大
きな問題になっ て居るのであ ります.由 來蒙古の牛の生皮が非常に相場が安 く且つ嫌はれた と
言ふのは毛を被つて居 る間には分 りませ ぬが,靱 して見 るとスポスポと,一 番大切な肩の部
分,皮 として最 も強靭で利用債値の多V・所に孔が室いて居 ると言ふや うな'ことにな り値段が安
かつた課なんであ ります.そ れ以外に剥皮の時に刀疵 と言ふ ものをやるのであ ります ○つV・先
月満洲國。北支 を歩いて來 ましたけれ ども随分私共素人が見て も危つかしい刀疵 と言ふか,庭
理の まつV・ことが澤(お)山あるやうに見えたのであ ります.殊 に南方 を封象に致 します と,剥 皮後
の慮理 と言ふ ものが大攣重要なことであります.熱 幣,亜 熟帯の暑い所 σ能 く乾き易V・か ら,
中腐れ と言ぴ,厚V・ 皮を干 して乾かすと}爾 外側が乾V・て眞ん中が乾V・て居 な1ヘ サン ドウィ
ッチ になつて居 る.そ れをば宛 も乾いた もの として獲邊する,さ うして藩v・た時には中が腐つ
て居る・是は中腐れ と言つて殆ん ど革に作 り得ないのであります.し か も之が案外に多V・ので
資源の上か らも 時局下の運楡上か らも現地の注意を喚起せねばならぬ問題であり且つ申腐れ
原皮D早 期摘獲方法の確立 も重要なことと存 じます・更に亦熟帯で生皮を乾皮 となすとき丁度
焼1ナた寧 うな石の上に裏があたる,さ うすると其の部分だけが燗江たや うな りまして斑黙のや
うになる.さ う言ふ事 も非櫛 こ嫌つ こ居るの6あ ります・ こう言満問題 は夙に南米の原皮を敏
洲や北米へ輸出するに當つ ⊂起つた事C非 常に沿毒4)問 題 、剥皮後の塵理の問題がやか ましい
のeあ ります・一例を申Uこ す と,鞍 皮作業ノ)前塵理 として ピック リングと言ふ ことをや りま
す。大盟食盤 と盤酸とで生皮を庭理 ζるのでありますが之 と同様の塵理を原皮 に行って,ア ノし
ゼンブニンか ら大西洋 を渡 ソて英國へ迭らうと言ふ ことをやつたのであ りますが,其 の時1て》盤
酸若 しくは硫酸のやうな無機駿を使つた ものですか ら,船 ン)中で鐵具を非常に腐蝕 しまして大
きな問題を起 した ことがあります.そ れではV・かぬと言ふので今度は食騨 と有機酸 ならばよい
だ らうと言ふ ので乳酸と食盤Cピ ックリングして邊つ たや うな例 もあるのであ ります.之 に
棺ヒ似て満洲,北 支Oは ブ、然産の芒硝で浸漬庭理をなして乾燥 した原皮が相當内地ぺ参つて居
りますが,と もすれば不完全なものが多いのであります・かかる考慮がまだまだ南方の皮革 に
                  (112)
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就 ⊂行はれてゐなV・のであ ります.追 々とさう言ふやうな問題が起つて來るのちやなV・だらう
かと存 じます・叉之 も南方でやつて居 るのでありますが,牛 な ら牛 を殺す,さ うして庚 を乾か
す時 に普通は璽乾皮 と申しまして食盤を塗抹して乾燥するのでありますが,其 の時に亜砒酸を
播 きましてさうして乾燥 さす方法 もあるのであります・之は藥乾皮 と申しまして有効に腐 りを
止 めるのであ夢ますが,そ れ にも優つた もつと有歎な的確な藥剤を見つけなければな らないと
思ふので あ ります.的 確なと言ふのは,亜 砒酸を使つて帥ち藥乾皮 して内地へ持つて麟つたと'
致しますと,そ れ をば色 々目的に鷹 じて鱗製操作する時に,亜 砒酸に依 り皮蛋 白が或る程度の
凝固を起 して居 る場合が出來て大V・に革の靱 り昧を阻害するので自由な用途を持 ち難い事があ
るのであります・随つ て後か らの繰皮庭理、こ於て糠 り味を阻害 しなv・で且つ殺菌の数果を學げ
得 るや うな藥剤 を安値にそして豊富に得 られ るやう考慮を挽はなければな ρぬと言ふことは相
                          、
當將 來重要 な問題rこな るだ らうと思 ぴ ます.
 原皮 の問題 壊其 位 に片 附3て 置 きま して,次 に所 龍揉剤 乃問 題 に就 て少 しお話 を進 めたv・と
思ふ ので あ ります.先 づ第一番 こ植物 性 タンニン と言ふ ものに就 てお話 を致 さう と思ひ ます
が,タ ンニ ンも色 々ある課 で一 々枚學 出來 ませぬで すが)大 髄糠 皮用 タンニン原料 としては世
界 中 どの位 あるのだ と言 ふ事 を時 々考 へ るので あ ります,大 髄大 姻 みに150萬 噸 と踏 んで間違
は大 した事 はなV・だ らうと思 ふので す.其 の うち純 タンニ ン分 としては其 の3分 の1と 見て よ
V・だ ら う,さ うす る と大 艦 世界中で約50萬 噸の タン ニンが使 はれ て居 る と言ふ ことに考へ てよ
い のちや ないか と思 ふの であ ります.そ こで南 方に又大東亜 共榮圏の タン ニンと言 ふ ものは世
界 の タンニ ンに樹 して どの位 の分 け前 を持 つて居るか と言ふ事 は知 りたV・所でで あ りますが未
    の                                                                       .
開獲,未 調査 の土 地 が多 く且 つ未研究 の タン ニン樹 も多V・ので よ く判 らなV・ので あ ります.た
だマ ング ローブは ボル ネオ を,ワ ヅトル は 濠洲 を、 ガムゼ 矛は印度 を本 家 として居 る事 を想ふ
時 ・やが て開稜 され た 日の共 榮圏 の豊富 さを想像出來 ます・ 併 し乍 ら現在 まで世界 タ ンニ ン界
の王者 の地 位に居 つたの は南 アメ リカのアルゼンチ ンの北 方 と其 北のパ ラグ ワ イと言 ふ海 に面
しない國 とに産す る ケブ ラチ ヨ ウとそれか らもう一 つは南 ア フ リカの ナタール附近か ら出 るワ
ットル とであ ります.此 の ケブラチ ヨウ と言 ふのはポル トガル語 でケ ブラ`・ハチ ヨウと言ふの
か ら來 たさ うで あ りますが,ケ ブ ラ・ハ チ ヨウ と言ふ のは英語 で申す とアックスブ レッカー帥ち
斧 をば こわす と言ふ 意味 で非 常に堅V・木 なんで すが同時 に最 も重V・木 で あ ります.私 昭和15年
にア ルゼ ンチ ンに行 き ましノヒ臨 こ,御 存 じのや うにアルゼ ンチ ンの 田舎 は非 常に大 きな牧場の
國(み)と申して よい や うで あ り史すが,『其牧場 の境界の鐵 條網 の柵 に此木 を用ひ て居 りました.や
は り柵 としての 條件 に よ くはまる と見 えます.此 木の心 材に優良 なタ ンニンを豊 富に含 んで居
りますが,そ れ を使 ひ出 した のは さう昔 ぢゃなV・のです,ケ ブ ラチ ヨウ タン ニンが皮革工業 に
登場 致 しま してか らまだ了0年足 らすで す,所 が それが ない と絶 封 と言ふ程,底 革 とか厚物の革
とかベ ノレトの皮 と言ふ ものが うま く出來 なV・ので あ ります・是 は世 界中共通 になつ て居 りまし
て,或 る調査 ・こよります と♪世界 中先程 申 しま した 約150萬 噸 と言ふ タンニ ン量 の3↓パ ーセン
トがケ ブラ フニヨウク ン ・ーン とLて 使 はれ て居 ると言 ふのであ ります が,叉 英 國の或調査 に依 る
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と世界 中 タンニンの輸出入取引高の65パ ーセ ン トは ケブ ラチ ヨウ タンニンで あ ると言ふ事 を記
載 して居 ります ・米英,こ於 て も我 國 に於 て も喩入 タンニ スの第 …一位 は之で あ ります・ ところで
此 ケブ ラチ ヨウ タンニ ンは残 念 乍 ら我 が大 東亜共榮 圏1こは なv・の6あ ります・ それ がな けれ ば
同 じや うな緯度 の土地 が あるのだか ら植林 をやれば良い ぢやな いか,と 言3ま す と,さ うはV・か
なV・ので作 つ て も一 人前1こな るのに4・50年 乃至100年 と基調 とす る と言 ふ事 になつ て居 りま・し
て,南 米 に於 き まして も決 して植 林 して居 る繹 σはなV・ので あ ります ・所 謂千古 不斧 の森林地
帯の雑 木の間 に亭 々として聾 えて居 るケブラチ ョウを見 つ けそれ を伐 つ てパ ラナ河 を経 て ラプ
ラタ河 を利用 して河 ロベ ノスア ィレスへ途 り出す課で あ りま手.だ か らして初 め に どうして も
便 利な奴か ら伐つ て行 きますか ら,爾 岸 に於 ける産額 と言 ふ もは少 し下 り坂 を取 つて居 つたの
で あ りよす ・1937年 には88・1)」0噸の材 と198.100噸 の エキス と と騒 出 してゐ ます・ さ う言 ふや
うな木 で あ りま して,此 の忙 しV、時1こ4・5年 乃至100年 の間 待つて居 る諜 τ行 か ない・ どう し
て も大東亜共榮圏 内に於 きましては ケブラチ ョウタンニンの 代用物 匙何 とか しなけれ ば不 可 な
V・・ こ 曳に大 きな問題 が出て來 るので あ ります・從つ て此 の東亜共柔 圏内の南方 に於 ける タン
ニンと言(ノ)ふものは ケブ フチ 』ウを除V・て考 へねばな ら組事 にな りす ・ ジャカル タ で は既に ワッ
トル樹 の栽 培が盛 ん;こ起 つて居 るので あ りますが古 く1915・6年(は)頃濠洲 か ら種子 を持つ て参 りま
してや りか けた の ㊦あ ります るが,世 界産額の僅か2パ ーセ ン トと言 ふ程度 まで なつ た位 の事
で あ ります・『さ うな ります と言ふ と兎に角共榮圏内の皮草 工業 として先程 申 しまLた や うに米
英 へ行つ て居 つた原 皮 を抑へて しまつ て,釜 々畜産 を填 働す る と恐 らく殖 え るだ らう・又宗教
關係 を以 て牛や水牛 を殺 す事 を喜 ばなV・國 々が あ り・特 に印度 の畜牛数1億2史)00萬 頭,水 牛3・}00
萬頭 と言 はれ,正 に世界第一位で あ るが それ を何 とか して益 々重 要資源 として大V・に奨働 し よ
うと言ふ ことになつ て も,肝 心のげ ンニンが不足 す ると一寸 困 る.勘 くとも現 在 内地 に於 ける軍
用皮革 の製造 に致 しま して も恐 らく今 まで輸入 して居 つた ケブ ラチ ヨウ 穿ンニンの貯藏 を節約
してそれ を重要軍 用皮卑 だ けに配給 して使用 して居 るので ないか と思ぴ ます・けれ ど もそれ も
長期纏 き得 ない事 なの ですか ら,も うケブラチ ヨウで な くて も良V・,と れで行 か うちや なV・
か,と 言ふ ものが顔 を出 さな くてはな らない繹になつて來 るので あ ります・其 封策 として色 々
な問題 が起 るので あ りまして,例 ぺ 護國内 タンーン資源 の再楡討,合 成 ダンニ ・α澗 題 鑛物
性鱗剤 の再 楡討 等で あ りますが,之 等には後 で隅れ るとして先 づ植物 挫 タンニンと して南 方 に
最 も螢富 な タンニンは何か と言ふ と皆 さん御存知 のや うにマ ング ・一ブeあ ります・ マ シグ ・
一ブ もケブラチ ヨウ も昔か らの分順 か ら言 ふ とカテ コール タン 黒ンと言 ふ分類 に旙す るので あ
ります 、∫,此 タン ニンを軍猫で使 用 します と色 々に歓鮎 が あるので我 國で は從 來重要 な もの に
見てゐ なかつ たがア メ リカ合衆國 自雛 の タンニン消 費量 か ら申 します とケブ ラチ ョウが第一,
其の次 が合衆 國 々産品であ るチ ェ ス トナットタンニン,、其g次 の第三位 に マ ング ローブクンニ
ンを使用 して/占りど つ さ り輸入 して居つたの σあ りtす ・ ケブ ラチ ヨウ 等 との混用 であ りま
す・ それで は吾 々の研究1こ依 り,ケ ブ ラチ ヨウ6な くて もマ ング ・一 ブと中心 として立派 な革
を生 産出來}よいだ らうが,或1よ マジグ ローブタンユンに何 か加 工 して,さ うして ケブラナ ヨウ
                   (11壬)
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と同檬の敷果 を現 はすや うな敏黙のなV・タンニンに移行する事が出來なV・だらうか,と 言ふ事
が一番考へた漸 で時局種 欺 問謹 あ りますが・それがなかなか問題が難し くある謬でご
ざV・ま す.と 言ふ のは古 來 タンニ ンに關 ずる研 究はすい分澤 由 あるので すが 多 くは タンニンを
分解 しま してシか う言ふ 化學 講造式 を持 つ成分 を軍離 した と言 ふ檬 な研究が多V・ので あ りまし
て,夫 々の タンニンの特[生 を知 る上 に於 て も)惹V・ ては フ 冒イデ ンペ ルグや ニ ーレンシュタイ
ンの主張 する様 に タンニンとは一般 にかか る化學構i造 を有 す る もので あ らうと言 ふ様 な基礎 的
な叉生物 化學的 に重 要で あ り且興 味多い研究沃 野が あるので あ ります が,た だ之等の研究だ、ナ・
で直 ちに皮 は うま く繰 らなV・ので あ ります・一方揉 皮割 としての タンニンの研 究 も勿論專門家
に依 て霧 多に有 るので あ りますが之 は亦訟 りに實際的 に走 り過 ぎて,色 々な繰皮用 タン ニンを
先 づ研 究室 に於 て評 便 し,批 判 する と蓉ふ根本的 な事 丁 ら解決 して ゐ な 、(檬へ 例へば萬國
公 定定量法 は生 皮粉 を持 えまして,其 の皮 の粉末 をタンニンの中に放 り込んで吸 ふだ け吸 はし
て,吸 ふただ けの量 をタ ンニンと名づ け居 る・そ して吸はれ なかつた部分 で溶 液 に溶 けて居 る
もの を可溶 性非 タン ニン とす るので ある・少 くもタンニンの書物 を御覧 になつて成分 の化學構
造 を云 をせ ない場 合大抵 の材料:こ就 て分析数字 として タンニン,可 溶 性非 タンニン,不 溶物,
水分 の%奪 記載 してゐ るのみで あ ります.從 つて今 例 として ケブ ラチ ヨウとマ ング ローブを と
探 つて見 ます と此表 の様 で
            } ケプラチヨ(心 材)   マング・一プ(樹 皮)
             (Guebracho Colorado chaque負o)   (Rhizophora mangle)
   タ ン 昌 ン   28。2%      25.0%
   可灘 ・ンー ・i 膨   、 脇
   不 溶 物  57.8ク   52。7ク
   水             筑             11。9ク                          15・9ク
タ ンニン96か ら見 れば似 た り寄 つた りで,・しか も各,に 種類 も多V・ので すか ら雨者の躾皮用 と
しての本然 的 の差 異 をかか る公定 法では判定 し難 いのであ ります・ それで實 際家 は兎 に角大 き
な皮 を縁 して見 ねば制 定 出來 なV・と言 つ て居 り,叉 當然實際試験 をすべ きで あ りますが其前 に
是が非 容 も工場 で や らなければ不可 なV・と言ふのでな くして所 謂分析 して實験室 的に楡討 して
それ で これが此 の 目的の革用 に良V・ とか悪V・ とか或 は甲と乙 と をか か る割合 で混用 するが良い
とかと言ふ孚掟 を行略 るのがサイェ以 だらうと思ふので効 ます喚 の意味に於 てタンー
ンと言ふ ものの分析方法/)提 案が色 々あつたとして も,そ して萬國公定法や ウィルソンの攣法
が廣 く用ひられて居る限 むまだ獲達 して居ないぢや なV・か と言ふ様な感 じがす るの でありま
す.か かる問題が解決 せらるる事はやがて新 しく登場すべ き,叉 は新し く利用範園を援げやう
とするタンニン問題に重要な事 と存 じます.そ してそれは結局は最 も古いタンニングするとは
如何なる事か と言ふ問題か らぶつつかつて行かな くてはな らなV・と思ふのであります・例へて
言へば北支中支 には随分落花生 が出來,落 花生油を搾つて居るが其の搾 り粕に所謂澁皮 も從來
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入 れて了つて居 るので あ るがll七澁皮 も豫 め分離 して抽 出します と勘 くとも5・6パ ・一セ ン トの タ
ンニゾ分 を含んで居 る・其 の タンニン液 に生皮 を突 つ込 んで置 くとちやん と革 にな る・ス立派
なケブ ラチ ヨウ抽 禺液 を使つ て も革 になる・ さて之等 を靴 底革 に利 用 しや う とす ろと片 一方 は
出來 るが片 一方 は出來 なV・,・さう言ふ事 はど う言ふ事 に依 るが と言 ふと所 謂一括 して タン ・ン
抽 出液 と言 ふ ものの うちに色 んな意 味が生皮 に封 してあるのちや ないだ らうか と考 へ るので,
例 へて申します と生 皮1ま放置 して置 げば腐つて しまふ 之 をタン ニン液 に漬 ければ生 皮 を腐 ら
な くす る奴果 のある タンニンと,腐 る腐 らぬには關係 がなV・が生 皮へ兎 に角 吸着沈析 ずる稼 な
タンニンの部分 と少 くと も二つは天然 クンニンの 中に ある様で あ ります.但 し御 断 は りして置
きますが妓C言 ふ タンニンは鋏義の タンニンでな くて實際工場 で用 ふ るタンニ ン液 を言 つて居
ります.今 假 りに公定分析法で得 た タンニン%がTと した らT=a+b+c-+・ … と言ふ式 で表
は し得 る組成か ら出來 て居 つて,此 のa乏 かbと か と言ふ項 は夫 々繰 皮能 を,吸 着 能 を,叉 は
不可逆的填充能 を と言 つた工合に特 異的作 用 を持つ成分 の%で,,其 総 和が皮粉吸着 法 に依 る タ
ンニン%と 見得 らる るので ある,そ して之等 の項 を定 め得 る方 法が確立 し得た とすれば 同 じく
タンニン963り と申しま して も15+15の タンニ ンもあるし)又 或 るタンニ ンぱ5十25さ う言ふ場
合 もあ り得 る課 で あ ります,そ こで若 し吾 々が あ らゆ る タンニンに就 て右の各項 を定量 して置
く事 を解決 する事 が出來 るな らは,不 足資源 たる ケブ ラチ ヨウに相鷹 しい ものを他 の敬種 タン
ニンの混 用 とか他 のタ ンニンに攣 化又は加工す る事に依 つ て理 想的 に ケブ ラチ ヨウ タン ニンに
代 用せ しめ得 るもの を作 り得 るので はないだ らうか,か 弓言ふ檬 な事 を想像 出來 る と思 ふので
あ ります.ケ ブ ラチ ヨウと同 じカテ コール系 タン ニン と言 はれ て居 るが マング ローブだ けで 底
革 を作 ります と銀 面が ポキポキ折れ るや うな革が 出來 るの であ ります。 それ で どうして もマ ン
グ ローブ輩 濁 では底革 なめしには適 しなV・と言 はれ て居 りますが之 も右 の各 項判定 に成功 すれ
ば容易に攣 性 して行 けるので はなV・か と存 じます・
 それ で今私の研究 室で もそれに似 た様な事 を試 みて居 るので あ ります が、 まだ着手 したばか
りです けれ ど,一 つの行 き方 と致 しま して絹糸 叉は繭 か らフィブ 質イン を純 粋 に分離 して之 を
最 小限度の 中性鷺例 へば 皿ダ ン石次 とか噛化石荻 の一定濃 厚溶液 に分散せ しめて溶か すので あ
ります ・之 は丁 度一時流行 した再生絹綜 の要領で あ りますが次で 此膠質液 莚長 時間透 析 しま し
て騒類 を除 きます とそ こに ジェ リーが淺 ります,此 ジ エ リーに一定 濃度 の マング ローブ タン ニ
ン液 を吸牧 せ しむ る と自分 の重量 の23.55%の タンニンを吸牧 します,皮 粉 です と9.6%吸 牧 しま
す,右 のヂェ リーを低温 乾燥 して得 らるる粉末 は6.89%吸 牧 します.斯 う して タン ニンを吸牧
せ しめた フfプ ロイン を再 び最初 に行 つた様 て最小限 度の一定濃 度の 中性瞭液C庭 理致 します
と)純 梓 な フィプ ロイン な らば當然 全部分散溶解 する ところで すが,今 度 は溶 ける部 分 と溶 ナ
なV・部 分 とが 出 て來 るので あ りまして,し か も溶 ナカ郡 分 に酒 精 を加 へ ると沈澱 して出來 る部
分 と出て來 なV・部 分 とを生す るので あ ります.話 を簡軍 に申 しますが兎 に角斯 う言 ふ様 な操作
に依 つ て,タ ンニンを吸 ひ得 るだけ充分吸は して,し か も乾燥 した ものが色 々別 れ て定 量す る
事 が出來 る,此 各庭分 が糠 皮上如何 な る性能 に關係 して居 る もので あ でか を究 明せ ねばな らぬ
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が、勘 くと志色 々なタンニンの種類に依つて右の各恒分の量的比牽 を異にして居 る事を明 らか
にしたのであ ります,從 つて繰皮剤 としての各 タンニンの特性 を読明する一つの鍵に用ぴ得 ら
れ るので よないか と更に細 く追究 して居 ります,皮 粉を用びたので は中性臨溶液に分散さす と
言ふ事が田來ませぬので,此 の フィプロイン 一ー 中性聰法の持つ意義 も別に出て來 るのであり
まして,一 方時節柄皮粉の不足を補ふ代用晶としてセ リシン定着物 とか,絹 糸粉 とかを用ふる
提案 もあるやうですが之等 の公定法に帥したタンニン定量とは全然別の老か ら右の法を検討し
て居 る次第であ ります.
 もう一つ糠剤 の間題 として今考へなければならぬのぼ、所謂野生のタンニンと栽培のタンニ
ンの二つに就淋てであ りまして,京 都大學の墓瀕演習林に於て ワットルー 所謂アカシヤ種に
厩するものの栽培 を初めて居 るのであ ります・此種の物は樹齢が4・5年 もすれば役立ち得 るの
で古 くななれば却つて樹皮中のタンニン含量を減 じます.先 程申した様に ジャカルタでも大艦
1941年 には1萬 ヘクタールの耕作面積があるのであ りますが,主 として薪炭目的 としてやつて居
る,のでありまして其の品種が どの程度氣をつけて居 る伽疑問であります・私昭和15年 南米 を族
行 しました時,見 聞したのであ りますが第一次駄洲職孚の結果アフリカに在つた ドイツ領が英
國の委任統治領にな りましたので其地 に在つて志 を得なV・ドイツ人が どんどん南米へ移住 して
來た課 でず.そ して もともとドイツ人の多勢佳んで居つたウルグワイ國やブラジルの南の方の
州に住んだので,今 でも其地方はブラジル語よりドイツ語の方が通するのであ りますが)移 住
した時にアフリカにあつた所謂ワットルタンニンの得 らるる アカシヤモ リシマと言ふ品種があ
りますが,そ れの種予を持つて南米へ参 りましてウルグワイの北方,ブ ラジルの南の方の三つ
の州へ播V・た もので あります・それか ら25年維つて其の邊 一帯 タンニンの産地 を成して彼等の
胆國へ供給 し出 して居 りました.そ れ をブラジル拓殖會肚で着眼して,同 じブラジルでも更に
北方7)日 本人の特 に多V・サンパ ウロ州へ移植 しようと種子の無償配付等奨働策を考へて居 られ
た時 奪ありまして,奥 地覗察族行の序 を以て到るところでやが て祀國日本への良 き贈物となる
であ らうと力読 して右の奨働還動に参加したのでしたが,今 日果 してどうなつて居るか知 り様
もありませんが,v・ つれにして も栽培 タンニンと言ふものも其の道其の道の人に依つて考へて
行かねばならぬ重要な問題ではないかと思ふのであ ります・併 し之 と同時に職時下緊急を要す
るタンニγ問題か ら野生 タンニンの探求や調査が必要になつて來 るので内地の資源に就ても色
汝着手されて居 る様 であ ります.南 方に於ては更に多数に有るだ らうと存 じます.そ れ等の資
源的凋査や利用方法の研究は急 を要する事と存 じます・私共の研究室 でも携帯用のタンニン定
量並て特性判定器 と言つた ものが作れないか考案中であります・最近ケブラチヨウと言ふのは
語源的 にも堅い木であ り、そして南方には アイアンウッド,鐵 木 と言はれる堅V・木が あると言
ふので取 り寄せましたが此木は ニューギニアの西南κ在るアルー諸(り)島が大燈本場であるさうで
すがそれを調 べた ら或はケブラチヨウと同 じ様なタンニンを含んで居るのでないだらうか,と
想像 したのですが鐵 木なるものの學名を探 して見ました ら是はホピヤパ ビフロラと言つて杢然
所謂 ケブラチヨウとは品種が違ふのであ りまして,而 もケブラチョウは木の心材 にタンニンを
                          も
                   (117)
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常 に多 く持 つ て居 りまして皮部の方 には5・6%し か タン ニンが ない ので問題 にな らない ので あ
りますが,機 木 ま皮部 の方 に17若 しくは2?・3%の タンニンを持 つて居 るのCあ ります.さ う
言ふ様 ヱもの を色 々調 べな くてはな らぬの ぐあ ります るが,そ れ以外 に も満洲 や北 海道 てあ る
ト熔松 とか エ ゾ松 とか カ ラ松 とか言ふ ものが タンニン資 源 としてあ る課 であ ります.満 鐡が枕
木 を作 る時の木屑か らタンニン を取 る言1電 セ最近で は して居 られ るや うです ・今満 洲北支 で も
タン ニンが敏 乏 して居 りますので其 の歓 乏状態 に謝 して先程 申 しました落花生 の澁 皮 には多い
ので あ りますか らこれ も利用す るとか 言ふ事 を考 へなけれ ば な らぬ と思ふ ので あ ります.
 色 々申 し度V・事 も多いので すが走 りまして,所 謂合威 タンニンの事 に少 し隅 れて置 きたV・と
思 ぴます,合 成 タン ニン と言ふ言 葉 は悪v・言葉 で人造縁 剤 と申 した方が まだ よv・:と思 ぴます
が,御 存知の搬 τ合 成 タンニンと言ふ もの ぽスチア スニーが 第一次 漱洲大職 の際 ドイ ツが封鎖
され て タンニンに鉄 乏 し允臨 鶯 醐 しブとのが動機で あ りま して,嘘 が本 眞か矢葡 ませぬ が.ジ ・
一 で あつた同氏 を ヒットラー 躯其功勢 に依つて海 外 に追放 し な い で放つて置 い た と言 ふ事 で
す.併 し今 は スウェーデ ンに居 ります.之 が動機 となつ て爾來現在 奎で合成 タンニンの種 々の
特許 や研究が あ るので あ ります.代(ノ)表的 な合 成 タンニンの構 造式 は大髄 此表 の様 な もので之 等
が更 に縮 合 を反覆 した もの と考へて居 ります,
     OH      OH
  H・・S合 一・Hイ ＼[…H
     ＼/    >
     CH3    0H3
     0H     OH     OH
  H・ ・sr＼r・H・ イ ＼r・H・-r、 …H``
     ＼/    ＼/    ＼/
     CH3    CH3    CH3
     0H     OH    OH    OH
  H窃 ・△-CHイ 、一・恥イ ＼「・H・一《 ・qH
     ＼/    ＼/    ＼/    ＼/    CH
月    CH3    CH3    CH3
  ,  0H    ・OH     OH     OH   'OH
  Hq・(一 ・馬イ ㍉一・恥イ 、一・恥イ 、一・H・一《 蜘
     ＼/    ＼/    ＼/    ＼/    ＼/    CH
3    CH3    CH3    CH3    CH3
 是 は1933年1ご パ ラク レゾー ルを原料 に致 しましてケブナ ーと言ふ 人が100瓦 の ク レゾール に
100瓦 の硫酸,1α)瓦 の フォルマ リンと言 ふ割合で作用 しま して,こ れか ら第一,第 二 の ものは
結晶 に取 つてパ ラクレ ゾ ール,ス ル フォン酸が メチー レン基 に て縮合 して居 る事 を確 實 に誰 明
した ので あ ります.所 が現在此の クレゾールの代 りにナ フタ リン を考へ た り.ア ン トラセ ンを
考 へた り其他天然 タンニンや リグニン系統の もの を混 合叉 は縮 合 させ か り,色 んな もの を考 へ
て居 るのであ りますが,殊 に天然 タンニンに混ぜ て之で何 とか天然 タンニンの飲 乏 を補ふか3く
は天然 タンニン糠法の庭 要侍間 を短縮 して製造 を速 くしや うと言ふ研 究が非常 にあ るので あ り
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ますが,私 共のか う言ふや うな方面の研究結果から申します と,結 論 どして兎 に角分子内:こサ
ルフォシ酸基 の存在 して居る事が入造繰剤 として致命的な敏黒占と與へるのCは 為v・かと思ふの
で あ ります.勿 論水可溶 性の もの を得 るため:こ サル フォネーション の操修 を必要 とす るのCあ
りますけれ ど此種の化合物は どうしても或程慶皮の實質を溶解する事が大 なの 〔あります・随
つて出來た革 は所謂 エンプティーな填充性の勘v・室虚な草になるのであ ります・羊の皮 とか手
袋の皮 とか或 は野球の毬 を包む革 とか言ふ もの,或 は靴の甲革 を作 るには之で良いのであ りま
すけれ ど,葡 も馬具を造るとかベル トを造 るとか靴の底革 を造るとか強靱力を要求する所謂厚
物革を造るのでは致命的な飲鮎 を生 じ不適當なのであります.而 も経濟的にも高 くつ く理由が
澤山あるのであ ります.帥 ち鱗液を連績使用する場合其淺液の水素 イオ ン濃度が著 く攣化レて
相當量の塵液を棄 てねばならなV・事てな りま引ので縁剤 としての ロスが多 くな り結局経濟的に
高いものとなるのであ ります.さ う言ふ檬な敏黙があるのであ りますが,ス テアスニーの當時
は急場の間に合せに之で良V・と言ふので使つたのでありますが.吾 々か要求する厚物革用合成
タンニンは少し面 目を攣 へた ものが槍討 されなければな らないぢやなV・かと思つて居 るのであ
ります.
 浸れで之に敢て關聯 したと言ふ課で もありませぬが私の研究室でも色々の角度から人造糠劃
に就て考へて居 りますのですが一言で申せば先程申しました檬に分子内に スルフォン酸基 を有
せないで水によく分散 し,之 に適當の可溶性非韓皮能物質を含ましたもの,而 も資源的に豊當
なものをと言ふ注文なのですがまだ成功したわけでありません.唯 着手 して居るものの一例を
申しますと,                 ・
     CH3(CH2)mCOOH     かう言ふ檬な構造の ものを作 りつつあるのであ り
        1    ますが混 購 彌 方喘 子瀞 澤01ある,椰 刊 ・
  CH3(CH2)rCOO(CH・)mCH・ のラウリ・酸(ソ)は継 機の椰 油唖 要囎 にもなり
       ↓          其他の慮用もあるのでありましてそれ以下の低級脂
,CH3(CH2)m『H'(CH2)mCH・隙 ・言ふものは一寸鯨つて來る㈱ …な・のであ      !0H   
・ます・大ざつぼな鱒 です薦 方で冊 油は礪
  CH3(CH2)mCH・(CH2)mCH3 ・ 噸位出來て,其 内20萬 噸位は土人共が食つて50萬噸        l
       CO          位浮V・て來る,其 大部分 は從來は米國へ輪出して居
       人   つたわけで姻 の磯 用・して購4・5萬 晦㈱
     HOぬ 。 奈難 縦 鍵 簾瓢 要鷲
         /1＼  いので効 ます・蝉 此鰍 脂肪酸・原料・し熔
       HQ冒冒-・H 獅 臨 瀦 二読蹴 藻 譲夏
                   は重合オキシ芳香族酸 とのエステルを作 ります,・此
ヱステルはよく水に分散 してゼラチンを沈澱せしめ,相 當厚い生皮に緩漫 なる浸透を示し,從
                   (1ig)
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來の合成 タンニンと異つた趣のある繰皮能 を示す事 を知 りました.此 物の工業的製法,可 溶 性
非 タンニン分 の添加,並 に實際の軽製試験等研究中であ りますが,一 方かかる低級脂肪酸のカ
ーボニル誘導罷は色々生皮に興味ある作用を示しますがアルミヒ ド類に就ては後に申しますが
.前述ケ トーン の類は縁皮能 は微弱ですが大髄皮製品に良 く吸着す る性質が あるの で ございま
す.さ う言ふ様な事 をやつて居るのであ りますが,ま あもつ と率直に想像を逞 しくするならば
南 方に多いマング ローブ10噸 あれば1Q噸 全部を直接に皮 に使はな くても良v・ぢやなv・か)8噸
使ぴ2噸 は分解して了って其成分を入造鞍剤の原料に用ぴて之 も南方に豊富6あ る椰子油脂肪
酸と結合せ しめて之 をば8噸 のマングローブに返 さう,そ うすれぼ元の10噸 以上となるぢやな
V・か.か うしたものを使ふ事に依 つて良V・革 ウ咄 來れば資源的には一寸 も差支がないだ らうと
言ふ様な老へ方を進めて居 るのであ ります.
 亜硫酸パルプの塵液の リグニンサルフォン酸の問題が此の頃 合成 タンニンに關聯 して問題 に
なつて居 りますけれ ども,之 もやはリ サルフォン酸基を持 つて居る事 はやは り補助剤 と見て立
派なもの,そ れ自身軍濁ピこ使用は難 しいのではないか と思ふの σあり査す.
 其の次 に鑛物性糠剤の問題に行きます.是 はもう絵 り言ふ必要 も無V・と思ふのですが,吾 々
器互の靴の甲革はク面ーム縁 しですがク・一ム鑛の産出が豊富Cあ れば良い,世 界で今第一一位
の埋藏量1干 萬噸 と言ふクローム鑛山がル ソン島西海岸 サンバレス洲に獲見されて居 り1936年
には1萬 噸,37年7萬 噸,39年 ユ2萬5千 噸 と産禺漸 く緒 に就て参 り)合 衆國へ持つて肺つて居
つたところを吾等の手に確保 したの ですか らク・一ム靱 しに封 しては將來は大V・に樂観 して良
V・のCあ りま凱 併 しそれ は將來の皮革工業であつて,現 在としては持つて來 られるクローム
は色々の軍用合金に必要であらうし叉大量の運輪 も困難 と存 じます,だ か ら若 し出來るならば
クローム縁 しに樹 して昔か ら鐵靱 しと言ふ研究があるのですが,鐵 を使ふ糠 しの研究 が矢張必
要容なV・か と思ふのであ ります.又 一面愈ヒ植物 タンニンめ運輸等が差支へて來 るならば北海
道産のク#一 ムを用ぴて軍用厚物革の製造研究が重要 となつて來 るであらうと存 じます・それ
以外に南方資源ばか りでない同じ東亜共榮圏の満洲とか支那一北支あた りの由來 タンニン剤 を
持つて來 る課て行かなかつた地方ですか らさう言ふ所の古來の鞭 しも一・慮槍討せねばならぬ重
要な問題であ らう・と存 じます.支 那古來の縁 しは北支に天然硫酸 曹達が出て居 りましてそれ を
以て縁 ヨ『芒硝揉,或 は蒙古入が羊の乳を以て揉 す孚L汁揉,羊 一匹繰fの に羊一匹の脳髄で以 〔
縁ると言ふ脳漿揉 も昔か ら蒙古人がちやんとやつて居 るのであります.而 も脳髄の脳質物主成             彫
分の化學構造がはつ きりすればする程其所に維験 と言ぴ乍・ら立涙なセオ リーが立 ち得 るので其
等の理論的研究 も是非 やつて見たV・と思つて居 るので ありますが,其 他にも支那∫こは昔から煉
煙繰 と構 して高梁殻や木片 を燥 して其煙で韓すと言ふ方法が有るのであ ります・此方法に就 て
は外國人の分析的な研究報告があつたと記憶 します,其 他油縁L法 が有 りますが之は敢 て支那
や東洋のみで無 く世界中にある古い方法 蔦 私共の研究室でも先程申しました様に椰子油の利
用としで其脂肪酸から脂肪族 アルデヒドを作 りやつて見ると立派 に革柔る・毛皮 をやつて見る,
毛皮 も立派 に揉る・殊に軍用毛皮はク買一ム鞍 して作つて居 るのですが,そ れ もク冒一ムがあ
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 }{/ば結構だがなけ茸iばク11・一(の)ム糠 しとは毛κ封する作用が異る故寧ろ保盗性の強V・縮絨性の強
 い此 カブ リル,カ プ リン,ラ ウ リン)ア ルデヒド等を用ふる方法を推奨出來ると思ひまして今
 績行 して居 ります・                       。
  從來の油疑 しは肝漸や魚湘を使ぴ邸ち非常な不飽和油を用ぴ而か も著 しい適剰の量を使って
 作 るもので,和 當熟練 を必要 とするので結局一子和傳の様な方法 なので あ りますが,其 理論に
 就 ても昔がら種 々詮はあ りましたが私の研究室e研 究しました結果,油 が室氣酸化を受けてグ
 リセライ ド・アルデハfド を生成し之で重要な糠皮能因子である事 を明かに致しました・随つ
専て從來の檬 こ大過剰の油 を用ひ相當な日子 を費す事なく.預 め油を加工 して置けぱ簡軍に目的
 を達 し碍 聚す し,進 んで不飽和油でなくとも飽和湘をも充分利用し程 るのであ ります・蝕に油
 脂の揉齊1化とTセふ古 ぐして新 しv・問題を提出し得 ると存 じます.術 シンプルアルデハイドの混
 合物のみに依るのと所謂油揉 しの因子とは少 し異る黒占のある事 を附言して置 きます.   9
  か く数へ あげて來 ますと皮の問題は色 々澤山あるのですが,最 後に特殊用途の皮革 と言ふ も
 のがまだあるので有 ります。特殊用途師ち耐熟,耐 汕}耐 塞とか色 々あるの σあります.耐 塞
 性が無いが爲に馬車 とか砲車が塞いシベ リヤの北で別に索引して居ない何でもない時にぶつつ
 り切れて大砲が動かたV・事になる.航 室機が煎陸する時に地面に車輪 を下す瞬間 ショツクが機
 膿及び塔乗者に來なV・様にオ むレセ晦 る衝動減殺装置に於て其オイノLが漏れなV・様 に耐油製
 のパヅキング を入れて置力・な甘」ればならぬ.其 他色々な兵器の色々な場所に)色 々な性質を具
 備して雇 らねばならなV・パ ソキング を必要とするのであ ります.細 かV・事は軍事上差支が生す
 るう》も知れぬが兎に角耐油性、耐熟性と言ふ ものか少くとも摂氏120度,150慶 に耐える革を要
 求するの看あ ります.而 も其れ には合成樹脂を以 て作れば良いぢやないかと言ふのに今のとこ
 ろ硬度の工合が不可獄 此革パ ソ弔ング は非常に硬V・のですが堅すとまがる)硬 いが其所に揮
 性がなくてはならぬゐ 看す,是1よ プレッスして型に入れて抜 く課 で随分大きな皮の眞ん中を突
 きぬV・て作 るので丈夫な皮 を使 はざるを得ないと言ふ現歌であります.其 れ以外に是は織物の
 機械,ピ ッカー です.鋼 鉄の橿iがボンと當るのを受けるのです.鐵 の方が減る位の丈夫なもの
 を作 らなければならぬ,か う言ふ様な特殊目的に倭特殊の タンニンとか色 々方法が必要なので
 すが,色 んな理 由があ りまし てまだ理想的な パッキングが出來得な㌔～ 航室機だけで も幾つ
 か,2⑪0近 いパッキング が要 ると言ふ,其 のバソキング が遺憾無きや,ど うか と言ふ事は知 り
 ませぬが研究すべ き飴地が有る檬であ ります.
  もう一っは先程申しました様なセーム革,航 室機のガ ソリンを漉 すのに用ぴて居るのですが
 現在では淺念乍ら山羊の皮 を使(や)つて而 も出羊の皮を フォルマ リン若 しくは色んな方法で下縁 し
 して置 きまして,そ れがら油革柔しと言ふ事 をやつて居るのであ ります,之 は純然たる油揉しが
 其調節困難なのに依 るのでせ うが,之 では此 目的に適當な性質 を附與する事が出來ないのであ
 ります.何 σも良い様 だあ りますけども1分 間幾らガソリンが通過すると言ふ規格があ り且つ
 ガソリン中の水分除去を完杢に途行し得 るものでなければな りません・ '
  以上急ぎましたが大膿氣が付V・た皮革工業上の諸問題 を羅列したに過 ぎないのでありますけ
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ども結局我國の皮革工様 と言ふものは,詰 り古 く佛教思想の影響か何(ゆロ)が知 らぬが,特 に學問的
研究者が少V・のであ ります・私自身 もこれから騨尾に附 して研究さして戴か うと思ふので あb
ますが,か う言ふ方面の研究が國家の爲に一般 に考へて居るよりももつ と重要性があるのちや
ないだ らうか.'叉 毎日の生活の上に も吾々の帯革 も吾等の財布も革で ある、帽子の裏にも革が
張つ てある.革 に雀かれ乍 ら革は臓V・ものと思つて皮に封 する研究者が少V・と言β事は洵に残
念な事であると思ぴます・吾安も及ばす乍 ら化學研究斯の一つの仕事にもしたいと言ふ意味e
努力 しかけた所であります,御 静聴を謝 します.
                  (122)
